
　

十
二
月
、
当
校
の
特
別
支
援
学
級
の

隣
の
空
き
教
室
に
、
巨
大
な
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
が
現
れ
ま
し
た
。
天
井
の
扇

風
機
か
ら
床
ま
で
ビ
ニ
ル
製
平
テ
ー
プ

で
骨
格
を
つ
く
り
、
新
聞
紙
を
貼
り
、

緑
色
の
テ
ー
プ
を
垂
ら
し
た
円
錐
形

に
、
ク
リ
ス
マ
ス
風
の
飾
り
を
付
け
た

も
の
で
す
。
三
年
の
Ａ
男
が
、
支
援
員

の
力
を
借
り
な
が
ら
、
一
人
で
あ
っ
と

い
う
間
に
つ
く
り
上
げ
た
も
の
で
す
。

　

一
月
に
は
緑
テ
ー
プ
が
青
テ
ー
プ
に

替
わ
り
、
ツ
リ
ー
が
富
士
山
に
変
身
。

初
日
の
出
だ
そ
う
で
す
。

　

Ａ
男
は
、
自
分
の
思
い
ど
お
り
に
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
攻
撃
的
な
言
動

を
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と

き
、
新
聞
紙
等
を
使
っ
て
黙
々
と
造
形

的
な
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
落
ち
着
き

を
取
り
戻
す
こ
と
が
度
々
あ
り
ま
す
。

　

Ａ
男
の
姿
か
ら
、
当
研
究
会
顧
問
の

川
島
和
弘
先
生
が
現
職
時
代
に
、「
こ
れ

か
ら
の
時
代
は
、
癒
し
と
し
て
の
造
形

教
育
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
く
る
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
表
現
に
よ
る
浄
化
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
粘
土
が
大
好
き
で

す
。
手
触
り
を
楽
し
み
、
こ
ね
る
こ
と

で
癒
さ
れ
て
い
る
な
と
感
じ
る
瞬
間
が

あ
り
ま
す
。
図
画
工
作
の
授
業
を
見
る

と
、
日
頃
な
か
な
か
授
業
に
集
中
で
き

な
い
子
ど
も
も
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

作
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
こ
こ
は
ね
え
…
」
と
自
分
な
り
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
語
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

科
学
技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
発
達
に
よ
り

便
利
な
反
面
、
ス
ト
レ
ス
も
多
く
、
生

き
づ
ら
さ
を
感
じ
る
今
の
時
代
。
だ
か

ら
こ
そ
、
様
々
な
感
覚
を
働
か
せ
、
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
自
己
決
定
し
、
思
い

を
実
現
す
る
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
る
、
そ
し
て
心
の
安
定
を
図
る
こ

と
の
で
き
る
、
造
形
活
動
、
表
現
活
動

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

今
号
発
行
の
頃
、
富
士
山
の
隣
の
桜

の
木
に
花
が
咲
い
て
い
る
は
ず
で
す
。

「
癒
し
と
し
て
の
造
形
教
育
」

下
越
美
術
教
育
研
究
会
　
副
会
長　

山
　
田
　
哲
　
哉
　

（
新
潟
市
立
小
針
小
学
校
　
校
長
）

　

令
和
５
年
１
月
４
日
か
ら
８
日
ま

で
、
新
潟
市
新
津
美
術
館
を
会
場
に
、

第
18
回
新
潟
教
育
ア
ー
ト
展
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。会
期
中
は
約
５
、０
０
０

人
が
来
場
し
、
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
２
２
５
校
の
学
校
園
よ

り
１
５
、０
０
０
点
を
超
え
る
作
品
を

応
募
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の

お
か
げ
で
、
教
育
ア
ー
ト
展
が
地
域
に

根
付
い
た
展
覧
会
と
し
て
開
催
で
き
る

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

作
品
展
で
は
、「
子
ど
も
の
思
い
や
願

い
」
が
あ
ふ
れ
る
作
品
が
集
ま
り
ま
し

た
。
自
分
の
思
い
を
表
す
た
め
に
表
現

の
仕
方
が
考
え
ら
れ
、
作
品
か
ら
つ
く

り
だ
す
楽
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

次
回
の
第
19
回
新
潟
教
育
ア
ー
ト
展

で
も
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
表
現
に

出
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
、
企
画
運

営
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

展
覧
会
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
全
て

の
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

下
越
美
術
教
育
研
究
会　
　
　

新
潟
教
育
ア
ー
ト
展
事
務
局
長

若
月
　
良
允
　

（
新
潟
市
立
巻
北
小
学
校
）

第
18
回
新
潟
教
育
ア
ー
ト
展
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

第
18
回
新
潟
教
育
ア
ー
ト
展
」

令
和
５
年
１
月
４
日
㈬
～
８
日
㈰

新
潟
市
新
津
美
術
館

（1） 令和 5年 3月10日下越美術教育研究会

令和 5年 3月10日

下越美術教育研究会

事務局
上 所 小 学 校
http://kabiken.org

印刷　ハイングラフ

春　季　号

下
越
美
術
教
育
研
究
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新
設
に
向
け
て
今
年
度
は
、
動
画
・

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
授
業
で
取
り
扱
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
夏
季
実
技

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
さ

れ
た
先
生
方
を
中
心
に
、
動
画
・
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
を
ご
提
供
い
た
だ
き

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
作
品
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
ま
し
た
。

　

新
設
に
向
け
て
一
歩
一
歩
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
は
、
新
部
門
設
立
周
知

を
目
的
と
す
る
た
め
審
査
な
し
の
ア
ン

デ
パ
ン
ダ
ン
方
式
と
し
ま
す
。
出
品
作

品
は
原
則
す
べ
て
展
覧
会
会
期
中
に
会

場
内
で
公
開
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
出

品
の
対
象
者
は
、
小
学
校
五
年
生
以
上

で
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
今
後
、
他
の

募
集
と
は
別

に
、
年
度
初
め

早
々
に
配
付
し

た
い
と
思
い
ま

す
。
多
数
の
ご

応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 下

越
美
術
教
育
研
究
会　
　
　

研
修
部
長　
　
　
　
　
　
　
　

田
代
　
　
豪
　

（
新
潟
市
立
上
山
中
学
校
）

「
動
画
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
部
門
」

発
足
に
向
け
て

第18回新潟教育アート展 活動の様子

真剣な表情で審査される大学の先生と部員の先生方

教育アート展の会期中には、大勢の来館者でにぎわいました

グランプリ入賞者とご家族が参加し、表彰式が行われました

（2）令和 5年 3月10日 下越美術教育研究会



　

特
別
支
援
学
校
に
勤
務
し
て
い
ま
す

が
、
生
徒
の
障
害
実
態
に
合
わ
せ
た
制

作
の
指
導
に
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
研
修
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た

「FlipaClip

」
な
ど
を
体
験
し
、
自
由

に
自
分
の
描
い
た
線
や
形
を
動
か
す
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
驚
き
、「
こ
れ
な
ら

生
徒
も
楽
し
く
学
べ
る
！
」
と
ワ
ク
ワ

ク
す
る
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。
講
師

の
先
生
方
の
お
話
も
と
て
も
興
味
深

く
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
ま
し

た
。

　
「
人
と
の
つ
な
が
り
の
中
に
す
べ
て

が
存
在
し
て
い
る
。」
と
い
う
こ
と
を
、

様
々
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
、
楽
し

く
体
験
す
る
こ
と
の
で
き
た
奥
村
高
明

先
生
の
講
演
会
で
し
た
。「
共
同
性
」を

働
か
せ
る
た
め
に
は
「
心
理
的
安
全
」

が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
と
て
も

印
象
的
で
、
学
級
作
り
が
す
べ
て
に
繋

が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
縁

起
の
な
か
で
生
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
、
を
再
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
部
員
で
は
な
い
の
で
す
が
、
と
て

も
参
加
し
や
す
く
、
今
後
の
活
動
に
取

り
組
む
勇
気
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
夏
季
実
技
研
修
会
で
は
、

コ
マ
撮
り
ア
ニ
メ
づ
く
り
や
、
動
画
編

集
を
行
い
ま
し
た
。
映
像
作
品
の
も
つ

造
形
的
な
視
点
は
、
被
写
体
の
も
つ
形

や
色
彩
、
動
き
、
全
体
的
な
様
子
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
視
点
を

生
か
し
て
1
人
１
台
の
情
報
端
末
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
子
供
が
自
分
だ
け
の

映
像
を
制
作
し
、
創
造
的
な
活
動
を
展

開
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
ま
で
下
越
美
術
教
育
研
究
会
で
は

年
一
回
夏
季
実
技
研
修
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
今
年
度
も
学
び
た
い
と
い
う
皆

様
の
熱
意
に
応
え
る
べ
く
冬
季
オ
ン
ラ

イ
ン
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

日
本
体
育
大
学
教
授 

奥
村
高
明 

様

の
ご
講
演
は
、
私
た
ち
図
工
・
美
術
に

携
わ
る
者
た
ち
へ
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ご
厚
意
で

講
演
の
資
料
を
Ｈ
Ｐ
に
て
閲
覧
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

参
加
者
の
声

参
加
者
の
声

堀
　
口
　
博
　
子
　

（
県
立
五
泉
特
別
支
援
学
校
）

小
坂
井
　
郁
　
子
　

（
田
上
町
立
田
上
小
学
校
）

夏
季
実
技
研
修
会　

講
師

堀
　
田
　
雄
　
大
　

（
新
潟
市
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
）

研
修
副
部
長

尾
　
形
　
美
　
穂
　

（
新
潟
市
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
）

第63回夏季実技研修会
令和４年８月６日（土）　黒埼市民会館

冬季オンライン講演会
令和５年１月28日（土）

夏
季
実
技
研
修
会

冬
季
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会

動
画
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性

　今年度は、「夏季実技研修会」に加えて
「冬季オンライン講演会」も開催しました。
中央から著名な講師をお招きして貴重な
ご講話をいただきます。今年度は、約30
名の皆様と一緒に研修することができま
した。来年度も多くの方のご参加をお待ち
しています。

（3） 令和 5年 3月10日下越美術教育研究会



令和４年度　下越美術教育研究会　事業報告

令和４年度　決算報告

　会報「春季号」をお届けいたします。今年度は、対面での夏季実技研修会を開催できました。冬季講演会には、オンラインの良さを生
かし遠方の講師の方からご講演をいただくことができました。今年度の活動へのご協力、感謝申し上げます。

⃝⃝⃝ 編 集 後 記 ⃝⃝⃝

日　付 内　容 場所　
〈令和 ４年〉

６ 月１７日（金） 下越美術教育研究会理事会、代議員会、幹事会 新潟・ゆいぽーと
７月 ４日（水） 新潟県美術教育連盟理事会 オンライン会議
７月２２日（金） 下越美術教育研究会会報「夏季号」発行
８月 ６日（土） 第６２回夏季実技研修会 黒埼市民会館
８月 ６日（土） 第 １回新潟教育アート展実行委員会 黒埼市民会館
８月２６日（金）
　　２７日（土） 第７４回全国造形教育研究大会　長野大会（下越美研より 3名参加） 対面開催

オンライン会議
８月２９日（月） 第５3回ジュニア美術展覧会運営委員会 オンライン会議
１０月 ６ 日 第１８回新潟教育アート展　募集要項発送 データで送付
１１月 ５ 日（土） 第８２回全国教育美術展　新潟地区審査会協力 新潟・巻南小学校
１１月１１日（金） 第６１回関東甲信越静地区造形教育研究大会新潟大会　兼　第3４回新潟県美術教育研究会 オンライン
１１月１２日（土）～１６日（水） 第１８回新潟教育アート展　搬入期間 新潟・新津美術館
１１月１７日（木）
１１月１８日（金）
１１月２１日（月）

第５3回ジュニア美術展覧会　審査協力 新潟・ゆいぽーと

１１月２８日（月） 第１８回新潟教育アート展　審査会 新潟・新津美術館
１２月１０日（土） 第１８回新潟教育アート展　審査結果発送作業 新潟・真砂小学校
１２月２８日（水）
１２月２９日（木） 第１８回新潟教育アート展　展示作業 新潟・新津美術館

〈令和 5年〉
１ 月 ４ 日（水）～ ８日（日） 第１８回新潟教育アート展　会期 新潟・新津美術館
１月 ７日（土） 第１８回新潟教育アート展　表彰式 新潟・新津美術館
１月 ９日（月） 第１８回新潟教育アート展　搬出作業 新潟・新津美術館
１月２８日（土） 下越美術教育研究会　冬季オンライン講演会 オンライン講演会

２月２５日（土）
第 ２回理事会
第 ２回新潟教育アート展実行委員会
下越美術教育研究会を語る会（中止）

新潟・
ホテルサンルート新潟

3月 ８日（水） 下越美術教育研究会　会計監査
新潟教育アート展会計監査 新潟・女池小学校

3月１０日（金） 下越美術教育研究会会報「春季号」発行

１　収入の部　　 ２２７，４６９円
項目 令和 ４年度予算 令和 ４年度決算額 残額 備　　　考

１　負担金 １3４,０００ １3５,４６７  １,４６７ 負担金 ４００円×3４７学校園　１3８，８００円　
（振込手数料負担額　−3，333円）

２　繰越金 ８５,１０２ ８５,１０２  ０
3　雑収入 ０ ６,９００ ６,９００ 夏季研修会　参加費（3００円×２3人）
　合　　計 ２１９,１０２ ２２７,４６９  ８,3６７

２　支出の部　　１８１，４５０円
項目 令和 ４年度予算 令和 ４年度決算額 残額 備　　　考

１　県美負担金 ２０,０００ １９,０００  １,０００
２　会議費 ４,０００ １２,５４０ △ ８,５４０ 会場使用料　監査旅費
3　事務費　　　 ２０,０００ 3,６3２  １６,3６８ 封筒代　USB
４　印刷費 3０,０００ １７,６００  １２,４００ 会報PDF作製（夏季・春季 2回発行）
５　広報費 ２3,０００ ２２,８０７  １９3 ドメイン使用料・HP年間使用料
６　通信費 ２０,０００ ２3,８２3 △ 3,８２3 切手・文書発送費 Wi-Fiレンタル料
７　研修補助費 ６０,０００ ７２,０４８ △ １２,０４８ 講師謝礼　材料費　振込手数料
８　県美大会準備金 １０,０００ １０,０００  ０
９　予備費 3２,１０２ ０  3２,１０２
　合　計 ２１９,１０２ １８１,４５０  3７,６５２

3　差引残高
　　　　　　　　　　収入合計２２７，４６９円－支出合計１8１，４５０円＝残高４６，０１９円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   上記のとおり、中間報告いたします。

令和 ５年 3月 ８日　　　　　　　　　　　　　　　　　
　下越美術教育研究会会計　　大　矢　奎　哉

　　　　（新潟市立日和山小学校）

（4）令和 5年 3月10日 下越美術教育研究会


